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〒180-8610　東京都武蔵野市境南町1-26-1
武蔵野赤十字病院
所属　内分泌代謝科　　　　　　　　　氏名　早川　惠理
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①　患者様の身体所見、血液検査データをカルテより後ろ向きに抽出
し、データ解析を行う。②身長、体重、年齢、性別、治療内容、血液検
査、臨床症状など③2018年1月～2023年8月に当院にて免疫チェックポイ
ント製剤を開始した癌患者④武蔵野赤十字病院　内分泌代謝科　早川
惠理

担癌患者における下垂体・副腎・甲状腺ホルモン基礎値の検討

武蔵野赤十字病院

所属　内分泌代謝科　　　　氏名　早川 惠理　　　　　　 

(西暦）2023年11月　～　2023年12月

近年免疫チェックポイント製剤による免疫関連有害事象で下垂体、副
腎、甲状腺機能に異常をきたす症例が増加している。しかしホルモン値
はストレスなどの全身状態により値が変動するため、病的な異常なのか
生理的な範囲の数値の変動なのかを判断することが難しい特徴がある。
そのためまずは担癌状態というストレス下でどの程度のホルモン値の変
化をきたすかを検証することで、免疫関連有害事象の診断の一助となる
ことが期待される。

2018年～2023年に当院にて免疫チェックポイント製剤を開始した癌患者
の臨床データをカルテから抽出し解析する。


